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【学校教育目標】 

一人で歩める  共に歩める 

R5.7.27 ＮＯ．５ 

「あっという間」という感じでした。しかしながら、子どもたちは確実に

成長しました。その成長の軌跡
あ と

を、終業式で各学年・生徒会の代表が述べてくれました。 

１年生代表のことば 

 私たち１年生が入学してから、四カ月がたちました。新しい中学校での生活は、初めての事ばかり

で不安が大きかったのですが、お手本を見せてくれる先輩方の背中を追って、頑張り、少しずつ慣れ

てきました。 

 私がこの１学期特に頑張ったことが２つあります。１つ目は学習面です。小学校とは違う教科もあ

り、大変でしたが、まず苦手なところを見つけ、それがわかるようになるまで、友達に聞いたり、ひ

たすらワークなどの問題を解いたりしました。学年としても、特に初めての期末テストに向けて、計

画を立てて実行することや、提出物を最後までやりきることに力を入れました。  

 ２つ目は生徒委員としての活動です。１年生では、学年生徒総会で意見を出し合い「共力～１２２

人の個性を生かして～」というスローガンを決めました。その達成に向けて「めざせきりかえマスタ

ー」という取り組みをしました。学級三役を中心に「早く座ろう」「切り替えよう」といった声が４

階で聞こえるようになりました。みんなで協力し、自分から声を出すことが増えてきたことが学年と

しての成長だと思います。 

  ２学期は体育祭や合唱祭があります。初めての行事なので不安も大きいですが、それ以上にみんな

で楽しんで楽しい思い出を作りたいという気持ちがあります。縦のつながりが深まるのも楽しみで

す。充実した２学期になるように夏休みもしっかり考え生活していきたいです。 

２年生代表のことば 

 私たち二年生は、「猛虎覆創」をスローガンに、一学期色々なことに挑戦してきました。その中で、

成長したことが二つあります。 

 一つ目は、「リーダーになる」ということです。昨年度私たちは、リーダーになる人が限られてい

ました。呼びかけも決まった人だけすることが多く見られました。しかし今では、三役以外の人が、

班長や若頭に立候補したり、進んで呼びかけを行い、一体感のあるクラスになってきました。今年度

私たちは、生徒会役員選挙があるため、リーダーをもっと増やし、全体の意識を高めて、ワンランク

上の四中を創っていけるようにしたいです。 

 二つ目は部活動です。三年生が引退し、一、二年生が主役となった部活動は、二年生が部長となり

引っ張っていく番となりました。頼りになる三年生がいなくなった今、私たちには大きな不安があり

ました。人数が減り、部活の雰囲気も変わってしまいました。手探り状態の中、やれることをしっか

りとやり、顧問の先生やコーチの方々のサポートもあり少しずつ不安がなくなりました。新人戦に向

け、一年生を引っ張って、頑張っていきたいです。 

 一学期は、新しいことが増え、大変なことも多くありましたが、たくさんの人から支えられ、楽し

く過ごすことができました。二学期は二大行事である「体育祭」と「合唱祭」があります。私たち二

年生が、一年生、三年生をサポートして、何事にも全力で取り組んでいきたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生代表のことば 

 コロナウイルスが流行してから約四年。制限も緩和されて迎えた今年、三年生になった私たちは、

沢山の経験をしてきました。 

一つ目は、沖縄への修学旅行です。二年生の一学期から沖縄戦についての平和学習を行い、平和へ

の思いを高めてきました。そして、現地に実際に行ってみると、資料を読むだけでは得られなかった

様々な経験ができました。戦争を実際に経験された方からのお話、「ガマ」という戦時中に実際に使わ

れた壕に行って感じた暗さ、現在の沖縄が復興まで歩んできた道のり……。平和の大切さや命の尊さ

を肌で感じ、戦争は二度と繰り返されてはいけないことだと強く実感することができました。 また、

旅行中に、きまりについて、各クラスでミーティングを行うことも残念ながらありました。ですが、

クラスの中で一人一人が真剣に話し合い、お互いへの理解を深めることができました。修学旅行前に

行ったキャンペーンなどを通して、多くの人が時間前行動を心掛け、早く行動することができていた

ので良かったです。 

二つ目は、総体です。三年生にとって部活動の集大成となるこの大会、四中生として後輩や学校に

いい姿を残すことができましたか。一人一人が全力で後悔なく最後までプレーすることができました

か。今後は今まで部活動に向けていた意欲を学習に向け、受験生として頑張っている姿を後輩たちに

見せましょう。 

今年の夏休みは私たち三年生にとって大切な時間です。受験勉強やオープンキャンパス、体育祭に

向けてなど、たくさんするべきことがあります。休みだからと言ってやりたいことだけをするのでは

なく、やらなければならないことから逃げずに、生活リズムを崩さず、勉強にも力を入れて過ごし、

三年生全員で志望校合格を目指していきましょう。 

生徒会代表のことば 

皆さん一学期の生活はどうでしたか？私は、生徒会活動を通して頑張ったことが二つあります。 

一つ目は、あいさつに力を入れたことです。新入生が四月に入学し、四中生があいさつに力を入れ

ていることを知ってもらうために、年度初めの集会や、普段のあいさつを自分から積極的に行うこと

を大切にしました。朝のあいさつ当番では、あいさつをする時に、ただ「おはようございます！」と

言うだけでなく、会釈や、目を見てあいさつをすることを意識し、それが全校に広まるように努力し

ました。そして、毎週、あいさつ当番をしていて感じることがあります。それは、朝に昇降口であい

さつをしてくれる人が増えてきていることです。当たり前のことを当たり前にすることは簡単な事で

はありません。ですが、その当たり前ができた時、社会や生きる上で、大切なことに気付けるのだと

思います。２学期も挨拶四原則を意識しながら、全校に響き渡る挨拶をしていきましょう。 

二つ目に頑張ったことは、生徒総会や、体育祭総会での進行です。新執行部になり初めての総会で

は、詰まってしまうこともありましたが、最後までやり遂げる気持ちと責任感をもって取り組むこと

ができました。２学期も自分の仕事に責任を持って生活したいと思います。  

最後に明日から、夏休みに入ります。３年生は今までの夏休みとは違い「勉強の夏」になります。

受験生としての自覚を持って夏休みを過ごすようにしましょう。そして、いい形で、２学期を迎えら

れるようにしましょう。 

もう一つの、県大会での活躍… 

選手のみなさんの県大会での活躍は、先日メールでお知らせしたところですが、実はもう一つ

の活躍がありました。それは……野球部、バレー部、陸上部は小真木原で県大会があり、各部と

も準備、大会中、後片付けに、一生懸命頑張ってくれたということです。こういった活躍ができ

るのは、普段からの取り組む姿勢が誠実だからだと私は思います。そして、それができる人、部

活動、選手は応援したくなります。    野球部、バレー部、陸上部、ありがとう！ 


